
  ２．地域公共交通の再編計画

６西海線

◆ 運行便数
平日 土曜日 日祝日

3 3

1
3 3 3

12 12 8

　～8:30
8

8:30～13:00
6 2

13:00～15:30

計

現　　　　　　　　　　　　　　況

　15:30～

【現状と課題】
　〇28年度概算収支率
　　・22％と低い。

　〇28年度乗降量調査結果
　　・平日平均の最大値で21.7人だが、通学時間の利用に偏っている。糸魚川駅から糸魚川高校
　　　への通学利用の便であり、生活時間帯は全て4.0人を下回っている。

　〇公共的交通
　　・糸魚川中学校スクールバスが、朝１便、夕２便を貸切バス運行委託により運行されている。
　　　最終便は、部活動等の終了時刻に合わせて３種類の季節別運行時刻となっている。

【地区からの意見（抜粋）】
　・市民生活の足を確保し続けるための大きな視点から判断すると、スクールバスをやめて、
　　みんなで乗りあうものにする。
　・朝夕は、来海沢～西海小学校前～糸魚川高校入口～糸魚川白嶺高校前～糸魚川中学校をつ
　　なぐと、６・３・３の12年間同じバスで地域の子ども達が通学できるようになる。

西海線

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

梶屋敷駅

糸魚川駅

姫川駅

頸城大野駅
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  ２．地域公共交通の再編計画

６西海線

【 再　編　後　イ　メ　ー　ジ 】　通　学　通　勤　時　間　帯 【 再　編　後　イ　メ　ー　ジ 】　生　活　時　間　帯

【路線バス再編の内容、改善点】

○運行ルート

・中央大通り線、糸魚川駅アルプス口経由、

糸魚川中学校までとする。

○運行便数

・スクールバスに代わって運行することを

踏まえ、近い時刻の運行は集約し、か

つ部活動を含む学校活動の開始及び

終了時刻に配慮したダイヤ編成を考

慮する。

○公共的交通

・地域公共交通と競合し、代替可能な

貸切バスによる糸魚川中学校スクー

ルバス運行を廃止する。

【路線バス再編の内容、改善点】

○運行ルート

・糸魚川総合病院までとする。

○車両

・小型化する。（15人乗以下を想定）

○運行便数

・利用状況に応じて減便する。

（糸魚川駅～糸魚川総合病院間の利用は、

他路線でカバーできるため、西海地区内

の利用を重視して調整する。）
西海線

市街地巡回線・（仮）中央線

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

西海線

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

梶屋敷駅

糸魚川駅

姫川駅

梶屋敷駅

糸魚川駅

姫川駅
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  ２．地域公共交通の再編計画

７早川線

◆ 運行便数
平日 土曜日日祝日

4 3

4
10 10 5
24 24 16

　～8:30

13:00～15:30

現　　　　　　　　　　　　　　況

10
10 8

　15:30～

　　【現状と課題】
　　　〇28年度概算収支率
　　　　・42％である。

　　　〇28年度乗降量調査結果
　　　　・平日平均の最大値で糸魚川駅方面へは41.6人、笹倉・焼山温泉方面へは29.8人と
　　　　　双方向で各１便利用が多い。朝の通学利用である。
　　　　・生活時間帯の最大値は、12.5人便から4.4人とバラつきがある。

　　【地区からの意見（抜粋）】
　　　　・変わらないと、いつまでも（多額の）税金が投入される。見直ししないといけない。
　　　　・地域内の医院、スーパー、糸魚川総合病院への移動手段を確保する。
　　　　・乗合バスを利用するように生活を合わせる。
　　　　・昼時間は減便してはどうか。

計

8:30～13:00

早川線

乗合タクシー〈週１日運行〉

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

梶屋敷駅

糸魚川駅

姫川駅

頸城大野駅
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  ２．地域公共交通の再編計画

７早川線

　
　
　
　　

【 再　編　後　イ　メ　ー　ジ 】　通　学　通　勤　時　間　帯

【 再　編　後　イ　メ　ー　ジ 】　 生　　活　　時　　間　　帯

頸城大野駅

【路線バス再編の内容、改善点】

○運行ルート

・糸魚川高校入口経由に一本化する。

（朝のみであったため、夕方も糸魚川白嶺高校、糸魚川高校の生徒の利用促進を図る。）

○運行便数

・鉄道通学する高校生の利用を取り込むため、梶屋敷駅での接続に配慮したダイヤ編成を考慮する。

【路線バス再編の内容、改善点】

○運行ルート

・糸魚川総合病院までとする。

○運行便数

・利用状況に応じて減便する。

早川線

市街地巡回線・（仮）中央線

乗合タクシー〈週１日運行〉

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

早川線

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

梶屋敷駅

糸魚川駅

姫川駅

梶屋敷駅

糸魚川駅

姫川駅
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  ２．地域公共交通の再編計画

８蓮台寺線、９市街地巡回線

◆ 運行便数（平成28年3月26日改正）
蓮台寺線 市街地巡回線

平日 土曜日日祝日 平日 土曜日日祝日
3 1

2 1
2 1
9 5 2 7 7 7

◆ 参考：運行便数（平成29年4月1日改正）
蓮台寺線

平日 土曜日日祝日
2

1
4 1 1

※青海通り線が蓮台寺線を取り込ん
だ形に延伸したための減便である。
蓮台寺線区間の運行便数は変更なし。

2
8:30～13:00

　15:30～

【現状と課題】
　〇28年度概算収支率
　・蓮台寺線が55％で、市街地巡回線が12％と低い。

　〇28年度乗降量調査結果
　・蓮台寺線の平日平均の最大値は22.6人、次いで18.9人であり、朝の糸魚川高校への通学利用
　　２便が非常に多いが、それ以外の便は1.0人を下回り、その差が大きい。
　・市街地巡回線の平日平均の最大値は6.5人であるが、全便全区間の中央値でも2.6人とブレが
　　少ない。

　○運行ルート
　・蓮台寺線は糸魚川駅と糸魚川高校入口の２箇所の乗降が主であることから、この路線でなく
　　てはならない必然性が低い。主な利用者である高校生の多くが、運行時刻で選択したものと
　　思われる。
　・市街地巡回線は市民や観光客が市街地に訪れた際に、市街地の主要施設をわかりやすく、そ
　　れらを環状に網羅できるよう設定された路線である。２路線は重複した区間が多い。

【市民からの意見】
　・市街地巡回線は一周が長く、どこに行くのか分からない。
　・どこに連れて行かれるのか分からないので、便利かもしれないが、こわくて乗れない。

4

計

　15:30～

1

1
8:30～13:00

1 1

計

計

　～8:30

7

13:00～15:30

13:00～15:30

現　　　　　　　　　　　　　　況

　15:30～

　～8:30
6

13:00～15:30
7

　～8:30
8:30～13:00

蓮台寺線

市街地巡回線

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

梶屋敷駅

糸魚川駅

- 2-18 -



  ２．地域公共交通の再編計画

８蓮台寺線、９市街地巡回線

【 再　編　後　イ　メ　ー　ジ 】　 生　　活　　時　　間　　帯

【路線バス再編の内容、改善点】
　　（通学通勤時間帯、生活時間帯共通）
　〇運行ルート
　　・蓮台寺線と市街地巡回線を融合した路線
　　　に再編する。（蓮台寺線の廃止）
　　　⇒わかりづらく、バランスの悪いダイヤ
　　　　編成を解消できる。
　　・乗換拠点（糸魚川駅、糸魚川総合病院）
　　　間を最短距離でつなぐ路線を新設する。
　　　加えて買い物ニーズに対応するため、糸
　　　魚川ショッピングセンターまでとする。
　　　（仮）中央線とする。
　　　⇒仮称：中央線を高頻度で運行すること
　　　　により、乗換による利便性低下を上回
　　　　る利便性向上を図る。

【 再　編　後　イ　メ　ー　ジ 】　通　学　通　勤　時　間　帯

市街地巡回線

（仮）中央線

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

梶屋敷駅

糸魚川駅

梶屋敷駅

糸魚川駅
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  ２．地域公共交通の再編計画

10美山公園・博物館線

◆ 運行便数
平日 土曜日日祝日

2
2 2 2
8 8 8

【現状と課題】
　〇28年度概算収支率
　　・6％と最も低い。

　〇28年度乗降量調査結果
　　・平日平均の最大値は3.0人だが、日曜日は4.8人と週末の方が利用が多い。

　〇運行ルート
　　・美山（一の宮・上刈・大野の各一部）の生活路線の側面のほか、ジオパーク施策の
　　　核施設であるフォッサマグナミュージアムをはじめ文化施設や屋外スポーツ施設等
　　　が集積する美山公園への唯一の公共交通アクセスとしても重要な路線と位置付けて
　　　いる。

【協議会での意見】
　・観光振興や交流人口を拡大するうえで財政的に大変だと思うが、存在自体に大きな意義
　　がある路線である。市街地巡回線と合わせて利用される観光客もいることを踏まえ、観
　　光客が使いやすく、効率の良いダイヤ編成を望む。

　～8:30
4

8:30～13:00
6 6

13:00～15:30
　15:30～

計

現　　　　　　　　　　　　　　況

美山公園・博物館線

※赤字のバス停は路線の起終点を示す

糸魚川駅

姫川駅

- 2-20 -


